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1. はじめに 
  揚水試験データ処理システムは、揚水試験結果データをもとに、すばやく解析結果を算出できます。 
  解析方法は複数対応しており、さまざまな角度からデータの解析が可能です。 

2. セットアップ方法 
  「揚水試験データ処理システム」のＣＤ内にある、ＳＥＴＵＰ．ＥＸＥを実行してください。  
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3. 試験データの作成 
  （1）試験データの形式 
    本システムには、データの入力機能がありません。 
    エクセルなどで、次の形式のデータファイルを作成してください。 
    拡張子は、システムで指定できます。初期指定は「ＣＳＶ」です。 
 
    単位は GL （m） です。 
  

2001,09,01,12,03,00,-6.550 
2001,09,01,12,04,00,-6.550 
2001,09,01,12,05,00,-6.650 
2001,09,01,12,06,00,-6.750 
2001,09,01,12,07,00,-6.850 
2001,09,01,12,08,00,-6.950 
 
データの並びは、 
年、月、日、時、分、秒、水位観測値（ＧＬ ｍ） 
の順です。 
計測値はＧＬ（ｍ）表示で、必ず「-」符号をつけてください。 

（2） 試験データの管理 
  試験データは、次のようなフォルダを作成し、保存してください。 

￥揚水試験 
   ￥件名 
       ￥試験番号  NO1.CSV 
                    NO2.CSV  
                      NO3.CSV 
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4. 試験データの選択 
  「ファイル」「解析データの選択」を選ぶと、次の画面が表示されます。 

解析番号のフォルダに指定した拡張子のファイルがあると、 
解析番号のリストが表示される。 

解析番号のひとつ上のフォルダを選択。 

拡張子の変更は「基本設定」で行う。 
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5. 基本設定  
  選択された解析番号について、揚水開始時間、揚水停止時間、井戸の配置、揚水量Q、 
  試験データの拡張子を設定します。 
  基本設定は、解析前に必ず行ってください。 

基本設定画面が表示される。 

揚水井戸のデータが表示され、 
年月日時分を選択する。 

揚水量  Q 

井戸配置をXY座標で入力。 

揚水井戸を選択。 
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6. 試験結果（解析結果）の表示 
  観測井戸の水位を表示します。 

試験結果経時図を選択。 経時図を表示。 

経時図の作図条件を設定しま
す。 
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7. 解析の実行 
  本システムでは、6種の解析ができます。 
  
 （1）平衡式図的解析法 

平衡式図的解析法を選択。 

解析を開始。 

作図条件をクリック。 

必ず 0以上の値を入力してください。 



 

7

 （2）ヤコブの直線的解法 

解析範囲を指定すると、解析を実行する。 
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  （3）回復法 
   

解析範囲を指定すると、解析を実行する。 
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  （4）タイスの標準曲線法 
   

出力するr/B 曲線を選択 
[標準選択]で初期設定選択となる。 
[クリア]で全部非選択となる。 

解析結果出力。
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グラフを移動して、マッチポイントを指定する。 
「Sｈｉｆｔ」キーを押した状態で矢印をクリックする 
と、移動距離が大きくなる。 

重なる曲線を選択し、[決定]で解析結果が 
出力される。 
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接線を手動で変更します。マウスで接線の両端、中央をクリックしたまま移動が可能です。解析実行で結果を出力します。 

 
 

  （5）ハンタッシュt-s 曲線による解析法 

解析実行で、解析を行う。 
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補足資料 
 
 

追加機能について 
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１．ｒ/B の選択表示を可能としました。 

 
選択した曲線が表示されます。 
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２．重ねグラフの移動が遅いことに対処しました。 
マウスの左ボタンを押したまま画面上をなぞることで重ねグラフが移動しま
す。 
また、矢印ボタンのクリック時も速度を早くしました。 
 

 
 

グラフ移動機能の変更 
SHIFT キー+↑：大きな移動 
マウス左クリック：小さな移動 
マウス右クリック：微小な移動 
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３．予測計算を可能としました。 
 
適合するr/B のグラフを選択します。 

 
選択されたグラフは、マゼンタ色で表示されます。 
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水位低下量と距離の予測計算ができます。 
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４．ハンタッシュt-s 曲線による解析法 
 
接線をマウスで移動可能都しました。 

 
手順」 

をクリックすると赤い線が表示されます。 
線の両端、中央の赤い丸をマウスの左ボタンを押したまま移動ができます。 

移動した接線での解析実行は、 ボタンをクリックして下さい 
 
 
５．プリンターの処理を改善しました。 
印刷時にプリンターから大量に用紙が印刷されることに対処しました。 
プリンタの設定が有効にならないことに対処しました。 
 


